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内容の要旨および審査の結果の要旨
本研究は光線力学的癌治療（Photodynamictherapy：PDT）に現在広く用いられている光感受性物
質HematoporphyrinDerivativeHpDと、分光学的特性および腫瘍集積性などの点からより有効な光
感受性物質として期待されるAluminium-Chloro-TetrasulphonatedPhthalocyanine:ＡｌPCを比
較することを目的として行われた。この２者につき、invitroおよびｉｎｖｉｖｏにおける光力学的殺細胞
効果、皮膚光線過敏反応を比較検討し以下の結果を得た。
１．ｉｎｖｉｔｒｏ：暗室下における細胞障害性試験では、ＡｌPC処理群の細胞障害性はＨｐＤに比べ明らかに軽
微であった。長波長紫外線（UVA）照射ではHpDの光力学的殺細胞効果は、ＡＩＰＯに比べ高く、殺細
胞効果はUVA照射量に依存していた。波長640nｍ以上、および660nｍ以上の赤色光照射ではAlPC処理
群における光殺細胞効果はHpD処理群のそれよりもより高かった。
２．ｉｎｖｉｖｏ：マウス実験腫瘍に対する波長628nｍの金蒸気レーザー（GVL）を用いたPDTの結果、無
処理群に比べAlPC投与群（0.1mg，1.0mg／k9,10.0mg／kg）およびHpD投与群（1.0mg／k9,10.0mg／
ｋg）に有意に高い抗腫瘍効果が認められた。
完全寛解例はAlPC投与群（0.1mg／ｋｇｌ／６例、1.0mg／ｋｇ２／６例、10.0mg／ｋｇ３／６例）お
よびHpD投与群（1.0mg／ｋｇｌ／６例、10.0mg／ｋｇ２／６例）に認められ、無処理群（ＯＲｒａｔｅ
Ｏ／10）との比較ではAlPC10.0mg／kg投与群にのみ有意差が認められた。
３．皮膚光線過敏反応：UVA照射ではHpD投与群の背部皮膚の浮腫の程度はＡｌPC投与群に比べ有意に
強く、皮膚過敏反応は薬剤投与量および光照射量に依存していた。可視光線照射ではHpD投与群とＡｌＰＣ
投与群の間に有意差は認められなかった。
以上の結果より、ＡｌPCはHpDにくらべ細胞毒性が軽微であること、組織深達性に優れた長波長域の光
照射において光力学的殺細胞効果に優れていること、波長628nｍのレーザー光照射にてＨｐＤと同等の抗
腫瘍効果があることおよび、UVA照射に対する皮膚光線過敏反応がHpDにくらべ軽微であることから、
優れた光感受性物質として期待できるものと考えられた。
以上、本研究はPDTにおいて、ＡｌPCがより有効な光感受性物質となりうる可能性を示した点で、今後
のPDT発展に寄与するものと評価された。
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